
        議会運営委員会会議録 

 

1 日 時 開会 平成 30 年 12 月 5 日 15：28 

閉会 平成 30 年 12 月 5 日 16：37 

2 場 所 委員会室 

3 出 席 委 員 割貝寿一、小林達信、鈴木安次、鈴木 茂、吉田克則 

4 欠 席 委 員 なし 

5 出席要求者 副議長、総務課長（説明員） 

6 職務出席者 議長、議会事務局長、書記 

7 付 議 事 件 第 1 平成 30 年第 8 回塙町議会定例会の運営について 

第 2 全員協議会の開催について 

8 議事の経過 

小林達信副委員長が開会 

割貝寿一委員長あいさつ 

委員長が進行 

第 1 平成 30 年第 8 回塙町議会定例会の運営について 

（１）町長提出議案等について  

委員長：総務課長に説明を求める。 

（総務課長が提出予定 13 件を説明する。） 

委員長：質疑はあるか。 

鈴木安次委員：工事請負契約の約 2,000 万円の減額補正理由は。 

総務課長：当初道路の高さを変えずに設計したが、工事施工中歩道下に水路があり、

検討した結果道路側の高さを高くする事で対応できたので、当初の金額を変えずに

工事ができる事が判明したための補正である。 

委員長：そのほか質疑なければ総務課長説明は終わる。 

(総務課長退席） 

（２）議員発議について 

委員長：事務局長に説明させる。 

（事務局長が提出予定 3 件を説明する。） 

委員長：質疑はあるか。 

吉田克則委員：要望書の取扱いについて、全員協議会等で対応を協議するべきでは

ないか。 

委員長：いつ提出されたのか。 

事務局長：12 月 4 日である。 

委員長：全員協議会で議長から取扱いの報告をしてもらうことでどうか。 

（異議なし） 

委員長：そのようにする。 

委員長：提案理由は鈴木茂委員と事務局で作成してもらうことでどうか。 

鈴木茂委員：提案理由を記載し、全員協議会で諮ることとしたい。 

委員長：そのようにしてもらいたい。 

議 長 

確認印 

 



（３）一般質問について  

委員長：事務局長に説明させる。 

（事務局長が説明） 

委員長：通告書と照らし合わせて何かあれば意見をいただきたい。誤字脱字や表現

の仕方も含めてみていただきたい。 

（青砥議員の質問文、文字の訂正《対応⇒対策》について意見あり） 

事務局長：そのように訂正する。 

委員長：特になければ通告通り受理する。 

（４）請願・陳情等について 

委員長：事務局に説明させる。 

（事務局が請願 1 件、陳情 2 件受理したことを報告。） 

委員長：請願については総務常任委員会へ付託となる。次に移る。 

（５）諸般の報告について 

委員長：諸般の報告について事務局に説明させる。 

（事務局長が、例月出納検査報告書、一部事務組合議会結果報告、定期監査報告書、

教育委員会点検評価報告書はタブレット、総務、経済、予算決算常任委員会報告、

議会の委任による専決処分は写し配布の上、委員会報告については各常任委員長が

報告する旨説明） 

委員長：質疑はあるか。 

吉田克則委員：視察研修報告もするべきではないか。 

事務局長：総務、経済両常任委員長と事前協議し、全員参加のため報告なしとした

が、2 年前は報告をしている。 

鈴木安次委員：委員長が報告するのではなく、他の委員に報告してもらいたい。ま

た、いつもの委員会報告は委員長の報告書を丸写しでなく、中身を検討して報告書

としてもらいたい。 

事務局長：委員会報告書については、委員長報告書のままでという前任者からの引

継を受けていた。今後はチェックして委員会報告とする。 

委員長：2 泊 3 日の視察研修なので報告するべきではないか。 

吉田克則委員：前回も報告しているので報告するべき。町側に対する報告となる。 

小林委員：どちらかの委員長が報告するのが当然である。 

委員長：報告書は事務局で作成し、報告はどちらかの委員長にお願いする。 

委員長：他になければ説明のとおり決定する。 

（６）会期・日程(案)及び会期中の委員会について 

委員長：事務局に説明させる。 

（事務局長が会期案について説明） 

議長：事務局説明のとおりでよいか検討を願う。 

(意見なし) 

委員長：意見がなければ、会期は案のとおり 13 日～17 日とする。 

委員長：次に移る。 

 



（７）その他 

委員長：定例会に関し、その他はあるか。 

事務局：特にない。 

各委員：なし。 

委員長：なければ以上でその他は終わる。 

 

第 2 全員協議会の開催について 

委員長：事務局に説明させる。 

事務局：町側の開催申し出あり。協議内容については別紙日程案のとおりであるが、

例年定期監査報告と教育委員会点検評価報告を全協でしている。本年も同様とする

か諮っていただきたい。 

委員長：全員協議会は開催することとし、定期監査報告、教育委員会点検評価報告

もすることでよいか。 

（異議なし） 

委員長：他にあるか。 

議長：新春交歓会は 1 月 4 日なのはなぜなのか（時間も含めて）。今まで 4 日にや

ったことはない。 

委員長：総務課長から説明をもらう。 

（総務課長が日程の説明をする。） 

小林委員：町で計画した通りでよいと思う。 

委員長：これで議事を終了する。 

 

副委員長閉会 

 

塙町議会委員会条例の第 27 条の規定により署名する。 

 平成  年  月  日  

          議会運営委員長 


